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PSENradar、PSENscan、PSENopt II:  安全レーダシステム 

および生産性向上のための光電センサ技術 

 

固定およびモバイルアプリケーション向けのオールラウンドな保護 

設備と機械のエリア保護に関しては、安全性、使いやすさ、生産性のすべてが共存す

る必要があります。人々が危険領域に頻繁にアクセスする必要がある場合、または資

材を送り込んだり送り出したりする必要がある場合は、保護装置の安全対策として、

光線式安全装置が適しています。そうした例には、レーダシステムの他、ライトカー

テンやレーザスキャナなどの光電センサが含まれます。どのセンサタイプをいつ使用

するかについては、アプリケーションの状況に大きく左右されます。 

 

一般的に、スキャナやライトカーテンは、光学的な対策との相性がよく、クリーンな

機械環境がある場合には、例外なく非常に適した選択肢であるとされています。それ

とは対照的に、レーダセンサは、塵や埃によって汚染された過酷な環境にも十分に耐

えることができるだけでなく、極端な温度差や気象条件がある環境において、理想的

な保護対策であると言えます。また、レーダ技術については、エリア監視の場合に限

らず、3次元空間内における物体検出の場合にも使用を検討することができます。ラ

イトカーテン／ライトバリヤおよびスキャナは、アクセスポイントやフロアエリアな

どの2次元領域を保護します。これらは、静的障害物 (ライトカーテン)、または動的

障害物 (AGV) のどちらでも検出できます。動的障害物の監視は、静的なアプリケーシ

ョン領域にも対応できます。重要なポイントは、アクセス制御または背後への侵入に

対する保護です。レーダセンサもそれを行うことができます。このこともまた、状況

に応じてどの保護技術を使用できるか、もしくは使用すべきかを決定する際に、適用

する基準は複数あることを示しています。 
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保護要件と精度が選択の決め手 

アプリケーションへの介入またはアクセスポイントを高解像度および短い応答時間で

安全に監視するには、ライトカーテンが最適です。ただし、さまざまな保護領域を持

つ領域全体を保護する場合は、正確なエッジ定義も提供できるスキャナ技術が適して

います。基本的に、スキャナはあらゆる種類の物体を記録します。対照的に、レーダ

センサは、それに反応する特定の物質 (水、金属等) や動きによって物体を検知します。

そのため、埃や塵、雨、その他類似の過酷な環境など、システムが非常に堅牢で環境

の影響を受けにくい必要がある環境では、常に有益です。  

 

安全ライトカーテン: 境界なしの保護  

安全ライトカーテンは主に、実装された安全ソリューションがバリアフリーである必要があ

る場合に使用されます。これは、プロセスが100パーセント自動的に実行されない場合、つ

まり、機械にオープンアクセスポイントまたは介入ポイントがあり、オペレータがプロセス

に介入する必要がある場合です。製品や部品の供給や取り外しを行う場合も同様です。これ

らのプロセスの安全関連評価には、特に注意が必要です。ライトカーテンの場合は、目に見

えない赤外線保護フィールドが、危険な機械エリアへのアクセスや侵入を防ぎます。光ビー

ムが遮られた場合、安全シャットダウンコマンドが直ちにトリガされます。ライトカーテン

は要件に応じて、EN/IEC 61496-1/-2「機械類の安全性 - 電子感応式保護装置」に適合する

フィンガープロテクション、ハンドプロテクション、ボディプロテクションを提供します。

これらはミリ秒単位で測定される短い応答時間を備えているため、安全距離を最小限に抑え、

貴重なスペースを生産作業に使用できます。 
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より柔軟な生産サイクルのためのライトカーテンの高度な機能 

ブランキング、ミューティング、カスケードなどの高度な機能が確立され、検出モードを維

持しながら、資材がライトカーテンを通過できるようになりました。要件に応じて、2種類

のブランキングを使用できます。たとえば、コンベヤなどの固定の物体が保護ゾーンに突き

出ているため、特定のライトカーテンビームがブランキングされます。これは、固定ブラン

キングと呼ばれます。また、ケーブルなどの保護ゾーンに突き出ている物体が移動する場合、

フローティングブランキングが使用されます。ライトカーテンを使用して、保護領域への侵

入や保護領域の背後への侵入を防止するアプリケーションも実装できます。  これは、死角

のない保護フィールドを相互に接続できる、ライトカーテンのカスケード機能により、可能

となります。一方、ミューティングとは、動作中にライトカーテンビームを一時的に停止し、

資材が検出ゾーンを通過できるようにすることを意味します。つまり、ミューティングセン

サが資材を検出すると、安全条件の下、その機械サイクルでライトバリヤが、自動的かつ一

時的に遮断されます。たとえば、ピルツの安全ライトカーテン PSENopt IIは、小型安全コ

ントロールシステム PNOZmulti 2と直接互換性があります。このファンクションブロックを

使用すると、システムを必要な機能に個別に適合させることができます。たとえば、小型コ

ントロールシステム内に統合できるミューティングブロックがあります。 

 

ライトカーテン: 実用的で壊れにくく、いつも作業場の近くに 

ライトカーテンが十分に満たすもう 1つの要件は、耐衝撃性です。EN/IEC 61496の現行バ

ージョンでは、2つの衝撃クラスが定義されています。クラス 3M4では最大 15 gの加速度

値が定義され、クラス 3M7では最大 25 gの加速度値が定義されています。耐衝撃性機能は、

振動や衝突が発生する過酷な環境下では、絶対に欠かせないものです。これは、設備のより

高い可用性を保証する唯一の方法です。最短 6ミリ秒の短い応答時間と、死角がまったく存

在しないピルツのライトカーテンは、そのような危険領域をも保護します。機械的負荷容量

と高い可用性により、耐衝撃性の非常に高いライトカーテン PSENopt II は際立っています。
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この製品は、50 gの耐衝撃性を備えた市場で唯一の製品です。つまり、PSENopt IIライト

カーテンは、最大 50 gの加速を実現し、最高衝撃クラス以上の性能を発揮します。そのた

め、ロボットアプリケーション、包装機械、プレスでは、極めて堅牢なこのライトカーテン

が好まれています。 

安全レーザスキャナおよびレーダセンサは、比較的広いエリアやゾーンの保護に使用される

傾向がありますが、ライトカーテンは限られたスペースでも使用できます。ライトカーテン

を使用すると、実装要件に応じて、機能に悪影響を与えることなく、物理的な配置の仕様を

自由かつ柔軟に実装できます。そのソリューションのひとつはコーディングで、これにより

複数のライトカーテンを近接して設置しても、それらが互いに干渉し合うことはありません。

それぞれが別々にコード化されているからです。 

ピルツのライトバリヤ PSENopt は、バリアフリーの安全コンセプトを実装する必要がある、

あらゆる産業分野で使用できます。このライトバリヤは、コンパクトな寸法とシンプルな取

り付けにより、人間工学に配慮した作業環境を実現できます。特に、EN/IEC 61496-1/-2の

PL dまでの特殊アプリケーションは、ピルツの世界初のタイプ 3ライトカーテン PSENopt 

IIを使用して実装することもできます。そのため、ピルツのタイプ 3ライトカーテンは、更

新された 2020年の規格に準拠しています。改訂版のパート 2には、タイプクラス 3が含ま

れています。スリムラインライトカーテン PSENopt slimの寸法は 15.4 mm×32.6 mmであ

るため、スペース重視のアプリケーションに最適です。応答時間が短いため、迅速なシャッ

トダウンが可能になり、安全性に悪影響を及ぼすことなく、ライトカーテンは危険ゾーンの

近くに配置することができます。その結果、省スペースのスリムラインプラント設計が実現

します。  

 

安全レーザスキャナ: 安全エリアの監視  

安全レーザスキャナは、静的または移動危険領域のエリア保護、アクセスコントロー

ル、または保護領域の背後への侵入を防止するアプリケーションに適しています。た
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とえば、ピルツの安全レーザスキャナPSENscanは、検出角度275°、最大保護フィ

ールド範囲5.5 mの2次元エリア監視が可能で、垂直のアプリケーションでも利用でき

ます。また、安全レーザスキャナにはマスタ／スレーブモードがあり、最大4台のス

キャナを直列に接続できます。構成セットにパラメータを設定できるため、システム

の柔軟性が向上します。最大70個の異なるセットを定義でき、それぞれ異なる配置で

複数の保護ゾーンと警告ゾーンで構成されます。コンフィグレーションは、17ピンバ

ージョンとマスタエンコーダバージョンも含むデジタル入出力を介して実装できます。

最大3つの独立した安全ゾーンを同時に監視できます。 

ただし、ライトカーテンと同様に、特定の事前に定義された条件下では、設備の一部

または商品自体を、機械を停止することなく保護エリア内で移動できます。これは、

動的ミューティング機能、もしくは必要に応じて安全レーザスキャナで使用可能な、

部分的なミューティング機能によるものです。部分的な動的ミューティングは、2台

のスキャナが互いに干渉しないようにするビームコーディングと同様に、設備での可

用性を向上させます。たとえば、動的ミューティングは、さまざまなサイズの資材を

供給する場合、常にユーザにとって大きなメリットとなります。 

 

社内生産管理: 生産性向上に貢献する安全レーザスキャナ 

レーザスキャナは、無人搬送車 (AGV) アプリケーションにも適しています。ライトカ

ーテンとは対照的に、モバイルアプリケーションで、AGVの前の保護ゾーンを保護す

ることができます。オープンソースフレームワークROS (ロボットオペレーティング

システム) の ROSパッケージが利用可能なピルツのレーザスキャナは、たとえば

SLAM (Simultaneous Localisation and Mapping) を使用したAGVの動的ナビゲーショ

ンにも使用できます。 

この技術はステーションへの正確なナビゲーションに使用できます。AGVは常に同じ

速度で移動するとは限らないため、速度の変化によるハザードを考慮する必要があり

ます。ピルツのような安全レーザスキャナは、保護フィールドをAGVのさまざまな速
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度に動的に適合できるため、最大限の安全性を提供します。そのため、AGVはより高

い精度で障害物を回避することができます。この保護技術では、正確なナビゲーショ

ンとさまざまな速度に適応する機能に重点を置いています。 

スキャナ技術は、社内生産管理向けのスタンバイモードや正確なナビゲーションなど

の機能を備えており、モバイルアプリケーションをより効率的に監視できます。消費

電力を削減し、コストも削減できます。  

結論として、レーザスキャナは、高エッジの定義が必要な場合、保護フィールドを正

確に定義する必要があり、「クリーン」な機械環境がある場合に適しています。レー

ダシステムは、反射、埃、水、汚れ、火花などの環境条件により、従来の光学センサ

が限界に達する場合に使用されます。  

 

レーダ技術による優れたエリア監視 

レーダ技術は、保護されたフィールドの境界で解像度とエッジ定義を若干低くし、応

答時間を約100ミリ秒にすると、レーザスキャナよりもやや遅く反応します。ただし、

金属と水以外のすべての物質を透過することができます。スキャナで測定エラーを引

き起こす可能性のある環境の影響は、レーダシステムでは問題ありません。これは、

レーダシステムが2桁のギガヘルツ範囲の反射電磁エネルギーで動作し、動きに反応

するためです。ピルツの安全レーダシステムPSENradarを使用すると、総面積4 m×

15 mを監視できます。システムの実際の保護ゾーンは、センサの位置、取り付けの高

さ、傾斜によって異なります。アプリケーションに応じて、この安全レーダシステム

ソリューションは、最大6個のレーダセンサ、制御ユニット、小型安全コントロール

システムPNOZmulti 2で構成されます。保護ゾーンとシステムの両方を、使用時にモ

ジュール方式に設定できます。複数のセンサを自由に組み合わせることができます。

各センサは個別にコンフィグレーションできます。監視するエリアのプロパティに応

じて、広い保護ゾーンまたは狭い保護ゾーンを設定できます。  
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自己学習バックグラウンド機能は、PSENradarの特別な機能です。たとえば、警告ゾ

ーンと保護ゾーン内での変更に使用でき、新しいコンフィグレーションはすぐには必

要ありません。たとえば、別のツールボックスを置くなど、簡単に実行できます。こ

れにより、保護機能をより柔軟に使用できるようになり、不要な追加作業を削減でき

ます。ライトカーテンと同様に、システム全体または個々のセンサにミューティング

機能が内蔵されているため、レーダセンサを物流アプリケーションで使用でき、設備

の生産にもメリットがあります。 

 

2つの安全性に焦点をあてたレーダ監視 

たとえば、PSENradarの拡張性とモジュラ式構造により、必要な範囲で安全システム

を調整し、正確に寸法を設定することができます。レーダセンサには、エリア保護と

保護領域の背後への侵入に対する保護という2つの安全関連機能があります。前者は、

危険領域にアクセスしたときに機械が安全な状態になることを保証しています。保護

領域の背後への侵入に対する保護は、危険領域にまだ誰かがいるときに機械が意図せ

ず再起動することを防止します。複雑なアプリケーションは、たとえ過酷な環境であ

ってもレーダシステムには問題はありません。可用性が高いため、産業用プラントは

環境にかかわらず効率的に動作します。そのため、一般的なアプリケーションは、埃、

木くず、溶接のスパーク、明るい光などが多く発生する重工業となります。量を監視

するため、レーダ技術は、木材加工業界、塗装ライン、冷蔵倉庫、鋳造工場などで利

用されています。屋外のアプリケーションでは、レーダセンサは、霧や雪、少々激し

い雨の中でもクレーンやばら積み貨物港、貯蔵施設などを保護します。 

 

補完的な包括的サービス 

ライトカーテン、レーザスキャナ、レーダシステムのいずれであっても、購入と設置

のプロセス全体を1つのサービスとして網羅し、計画と実装にかかる時間とコストを
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さらに削減できます。ピルツのような専門家が、適切なコンポーネントの選択からお

客様の現場での試運転まで、お客様をサポートすることで、容積監視やエリア監視を

伴うプロジェクトを、より効率的に実施できます。サービスポートフォリオは、ピル

ツのように、機械のライフサイクル全体をカバーし、コンサルティング、技術実装、

故障診断、定期点検などが含まれている必要があります。 

 

((文字数:  14,942)) 

 


